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Ⅰ．令和 7 年度 海外研修事業 

 

【海外研修事業】 
 

諸外国の福祉施設等における実習を通じて、専門的な知識・技能を習得し、我が国

の社会福祉サービスの向上に資することを目的に、民間社会福祉施設等の直接処遇職

員を募集（第 51 回生 2024 年 5.1～7.31）、選考審査（一次審査 8 月、二次審査 9 月）

を経て 3 名を選抜（うち 1 名辞退）、デンマークにおいて 5 日間の合同研修を修了後、

約 2 か月間にわたる個別研修を実施。 

 
 

＜海外研修応募書類＞ 

 
①応募調書 
②履歴書 
③研修テーマ  
④所属施設長の推薦書 
⑤英検･TOEIC 等の成績証明書保有者はその写し 
⑥施設のパンフレット 

 
＜応募資格＞ 

 
①民間社会福祉施設等に勤務する直接処遇職員 
②25 歳以上 55 歳以下の者 
③社会福祉施設における業務経験が通算 5 年以上及び引続き福祉業務を続ける意欲

のある者 
④日常英会話能力を有する者   
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(1) 令和 7 年度 （第 51 回） 海外研修の実施概要 

 
１．合同研修期間：令和 7 年 5 月 5 日（月）～ 5 月 9 日（金） 

 
合同研修の実施先である、デンマークのノーフュンスホイスコーレ（国民高等

学校）にて、5 月 5 日から 5 月 9 日の 5 日間合同研修を実施、合同研修修了後

から各自個別研修をスタート。  

 
 
２．研修生（2 名） 

 
  ＜第 51 回生＞ 

 
①  久保 真実（愛知県 在職年数：16 年） 

 
     所属・職種 ：社会福祉法人明星会 明野保育園  

看護師、保健師 
 

     研修テ ー マ：乳幼児期における包括的性教育の重要性についての研究 
 

個別研修期間：令和 7 年 5 月 10 日～5 月 30 日 
     個別研修国 ：スウェーデン、フランス、カナダ 
 
 

②  根木 理恵（北海道 在職年数：12 年） 
 

所属・職種 ：NPO 法人北海道こども発達研究センター樽川  
児童発達支援管理責任者、保育士 
 

     研修テ ー マ：発達障がい児に有効な教育方針について 
            海外におけるモンテッソーリ教育等やインクルーシブ教育の

支援方法を学ぶ 
 
     個別研修期間：令和 7 年 5 月 10 日～7 月 2 日 
 
     個別研修国 ：イタリア、アメリカ、ニュージーランド、台湾 
    

               



氏名

所属

合同
研修

国 期間
施設名
/都市名

施設の種類 研修内容 研修成果と施設への活用・導入方法等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月

ス
ウ
ェ
ー

デ
ン

5/10
～
5/15

Källparkens
förskola
／ウプサラ

公立保育園

①包括的性教育が進んでいる
と言われる国の保育園におい
て、包括的性教育の実際を調
査する。
・具体的な方法や教材を見
る。
・保育園で行われる包括的性
教育を見学し、自分自身が実
践にどう活用できるかを探
る。
・包括的性教育に関する職員
の意識をインタビューで聞き
取る。

②家庭における包括的性教育
・現地の家庭で保護者や子ど
もたちと触れ合いながら、乳
幼児期から始める包括的性教
育の大切さを学ぶ。
・多様な家族形態が受け入れ
られている社会の中で、子ど
もたちの家族観や自己肯定感
についての現状を知る。

①②について
研修国の保育園では、期待したよう
な包括的性教育が行われていなかっ
た。
日本の保育園看護師が担う業務内容
は、保健センターのような施設にい
る地域看護師が担っている。
ただ、包括的性教育に関する保育園
の環境設定はしっかり整えられてお
り、日本の保育園における0歳から4
歳の包括的性教育については、次の
実践ができると考える。

・家族の多様性に関する子どもの発
言に、正確で丁寧な対応をする
（人間関係）
・ハグとキスの違いなど、してもよ
い相手や場所などを繰り返し伝える
（人間関係）
・ひとりの人間として本人の意思を
大切にする
（人権）
・好きなものを好きなだけ食べられ
る雰囲気を作る
（人権）
・体の部分の名前や働き、プライ
ベートゾーンの大切さを伝える
（人間のからだと発達）

フ
ラ
ン
ス

5/15
～
5/26

Chapy-Chapo
à Avignon
/アビニョン

公立保育園

①②に同じ

③保育園看護師の役割
・フランスでは、施設長にな
るために、小児看護師資格が
必要である。看護師は、保育
園内でどのような役割を担っ
ているのかを調査する。
・保育園内で行われている病
児保育の実際を知る。

①②について
スウェーデンに同じ

③について
・日本の保育園看護師が担う業務内
容は、保健センターのような施設に
いる地域看護師が担っている。
・小児看護師資格を持つ園長に求め
られている役割は、管理職としての
業務及び体調不良の子どもに特化し
た看護業務であり、他職種との協働
というよりは、分業という印象が強
かった。

カ
ナ
ダ

5/27
～
5/30

Tender foot
Childcare
center
/カルガリー

保育園

①②に同じ ①②について
スウェーデンに同じ

訪問国　3か国　　訪問施設　3か所

研修プログラム(概要)

久保　真実

社会福祉法人明星会　認定こども園　明野保育園 看護師

デンマーク　ノーフュンスホイスコーレ　(5/5～5/9)

計　26日
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氏名

所属

合同
研修

国 期間 施設名/都市名 施設の種類 研修内容 研修成果と施設への活用・導入方法等

イ
タ
リ
ア

5/10
～

5/20

・Varievie immersa
nella Natura
・Varievie ASILI
NIDO
・Varievie Zerosei
・インタビュー
Varievie　園長：
Ms.Anna
都市
Milano

私立保育園

私立幼稚園

レッジョ・エミリア・アプロー
チについて学び、発達障がい児
に有効な関わりを知る。
レッジョ・エミリア・アプロー
チを行っている園を実際に見学
する。

レッジョ・エミリア・アプローチを見学した際に子
どもたちは自身の思いを粘土や絵の具、光や影等を
使って表現しており、他の子どもと一緒に考え、話
し合いながらプロジェクトを進めることで社会性や
協調性が育っていた。現代の子は戸外遊びの経験を
増やす必要があると教えていただいたため、当事業
所では子どもの心を動かす活動を取り入れたり、当
法人の保育所等訪問支援で戸外に出て自然物の音や
景色を見るよう保育士等に助言する必要があると当
法人の職員に知らせていきたいと思う。

5/20
～

5/31

Cosmos Montessori

都市
San Francisco

保育園

モンテッソーリ教育の現場でオ
ブザベーションをし、子どもへ
の関わり方を知る。
どのように当法人で取り入れる
環境を作ることが出来るかを学
ぶ。

5/31
～

6/10

Montessori
International
Academy

都市
Santa Ana

幼稚園
小学校

モンテッソーリ教育の現場でオ
ブザベーションをし、子どもへ
の関わり方を知る。
モンテッソーリ教育について学
び、発達障がい児に有効な関わ
りを知る。
どのように当法人で取り入れる
環境を作ることが出来るかを学
ぶ。

ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド

6/12
～

6/23

Tiny Voices
Herne Bay

保育園

レッジョ・エミリア・アプロー
チについて学び、発達障がい児
に有効な関わりを知る。
多文化や多国籍の子を受け入れ
るための関わりを知る。

ニュージーランドのマオリの文化とレッジョ・エミ
リア・アプローチを融合した保育を見学し、自身の
国の文化を大切にすることで多国籍の文化を大切に
する子どもの姿を見ることが出来た。現代の子は日
本の文化を学んだり触れる機会が少ないため当事業
所で文化に触れる活動を取り入れる提案をしていき
たい。
園長から実際に発達障害である子の様子を見せてい
ただいたが、自身の好きなコーナーで過ごすことで
問題行動があまり見られておらず、レッジョ・エミ
リア・アプローチは発達障がい児に有効な教育法で
あることを学んだ。レッジョ・エミリア・アプロー
チは保育現場で取り入れることが可能なことを学ん
だため、保育所等訪問支援で取り入れることが出来
るよう助言したり、法人内外で研修を行いたいと思
う。

研修プログラム(概要)

根木　理恵

特定非営利活動法人 北海道こども発達研究センター樽川

デンマーク　ノーフュンスホイスコーレ　(5/5～5/9)

ア
メ
リ
カ

5月

6月

全ての平日見学させていただき、子どもをオブザ
ベーションさせていただいた。オブザベーションで
は子どもの行動に自身の推測をいれずに見ることで
子どもが本当に求めている物がわかることを学ばせ
ていただいた。また、子どもと関わる際には自身が
育ってきた環境の中で言われてきた言葉をオブザ
ベーションして意識して関わる必要があることを学
び、当事業所で子どもと関わる職員に都度伝えてい
きたいと思う。
モンテッソーリ教育は生きるための基礎を学ぶこと
が出来ること、今後大人の支援を軽減することが出
来る教育だと気付くことが出来た。また、モンテッ
ソーリ教育は個々のペースで学ぶことで自他の得手
不得手を理解できるようになるため、モンテッソー
リ教育こそインクルーシブ教育であることを学ぶこ
とが出来た。そのためには職員が子どもを排除する
ような声掛けを行わないことが大切であるため、法
人内外で関わり方を見直すことが出来る研修を行い
たいと思う。
モンテッソーリ教育は発達障がい児にとって安心出
来る環境であると学ぶことが出来たが、モンテッ
ソーリ教育はマテリアルだけでなく、自身をオブザ
ベーションしながら子どもに誠実に関わることだと
学ことが出来たため当施設で子どもと関わる際や保
育所等訪問支援で助言する際に伝えていきたいと思
う。
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国 期間 施設名/都市名 施設の種類 研修内容 研修成果と施設への活用・導入方法等

6月
7月

台
湾

6/23
～
7/2

Taipei Utopia
Montessori
Elementary School
滿兒圓小學自學團體

小学校

アジアでのモンテッソーリ
教育の現場を見学する。
小学校のモンテッソーリ教
育を見学し、どのように科
目の勉強をしているのかを
知る。

保護者の障害受容において問題となっている保護者
が保育士や教員の話を聞き入れないことやパワーバ
ランスが保護者の方が強いことは東アジアの問題で
あることを知り、当法人を利用されている保護者や
これから発達支援を進めようとしている保護者、各
教育現場の職員に対して障害受容について対応出来
るよう関わったり研修を行いたいと思う。
マテリアルを使用したモンテッソーリ教育だけでな
く、リサーチ活動を通して各科目を学ぶことが出来
ることを知った。当放課後等デイサービスで取り入
れるだけでなく、保育所等訪問支援で有効であるこ
とを助言していきたいと思う。

計 60 日 訪問国4カ国　　訪問施設8カ所
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 (3) 令和 7 年度 海外研修報告会の実施 

 
 １．開催日時：令和 7 年 10 月 5 日(日) 13：00～17：00 

 
２．場  所：京都テルサ 東館 3F-D 会議室 

 
３．出 席 者：OB 会役員、財団役員、研修生 OB( Web 15 名、来場者 29 名) 計 44 名 

 
４．報 告 者：第 51 回 海外研修生 2 名  

        
５．研修報告  

       

① 13：45 ～ 14：25    久保 真実（看護師、保健師）  
                     

② 14：30 ～ 15：10     根木 理恵（保育士、児童発達支援管理責任者）  
 

15：10～ 15：20  ≪全般について質疑応答≫ 
           
 
 
 
 
  ▶ 研修生の研修内容、研修成果、帰国後の活動等については、ホームページに 

「令和 7 年度海外研修報告書集（第 51 回）」として掲載 
   

   
  
 



 
 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
Ⅱ．海外研修 資料編 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



研修地

昭和45年 ( 第 1 回 ) 11 3ｹ月 2/10～5/15

昭和46年 ( 第 2 回 ) 15 1/3～3/31

3/30 ～ 4/21 デ ン マ ー ク 4/22～6/18

3/29 ～ 4/11 イ ギ リ ス 4/12～7/17

4/22 ～ 5/3 オ ラ ン ダ 5/4～7/17

昭和50年 ( 第 6 回 ) 8 4/11 ～ 4/25 オ ラ ン ダ 4/26～8/31

昭和51年 ( 第 7 回 ) 7 4/24 ～ 5/7 ア メ リ カ 5/8～7/16

昭和52年 ( 第 8 回 ) 8 4/16 ～ 4/30 ア メ リ カ 5/1～7/23

昭和53年 ( 第 9 回 ) 7 4/1 ～ 4/15 デ ン マ ー ク 4/15～7/10

昭和54年 ( 第 10 回 ) 10 4/20 ～ 5/4 デ ン マ ー ク 5/5～8/20

昭和55年 ( 第 11 回 ) 5 4/12 ～ 4/26 ア メ リ カ 4/27～8/6

昭和56年 ( 第 12 回 ) 7 4/25 ～ 5/8 ア メ リ カ 5/9～8/25

昭和57年 ( 第 13 回 ) 6 4/17 ～ 4/30 デ ン マ ー ク 5/1～7/31

昭和58年 ( 第 14 回 ) 8 4/16 ～ 4/29 デ ン マ ー ク 4/30～8/1

昭和59年 ( 第 15 回 ) 11 4/28 ～ 5/11 ア メ リ カ 5/12～8/19

昭和60年 ( 第 16 回 ) 6 4/13 ～ 4/26 ア メ リ カ 4/27～8/4

昭和61年 ( 第 17 回 ) 6 4/5 ～ 4/18 デ ン マ ー ク 4/19～8/20

昭和62年 ( 第 18 回 ) 7 4/25 ～ 5/8 デ ン マ ー ク 5/9～8/21

昭和63年 ( 第 19 回 ) 8 4/9 ～ 4/22 ア メ リ カ 4/22～8/31

平成元年 ( 第 20 回 ) 8 4/8 ～ 4/21 ア メ リ カ 4/22～8/4

平成 3年

平成 5年 ( 第 23 回 ) 9 4/3 ～ 4/16 アメリカ 4/17～8/28

平成 6年 ( 第 24 回 ) 5 4/9 ～ 4/22 アメリカ 4/23～7/26

平成 7年

平成 8年 ( 第 25 回 ) 5 4/12 ～ 4/26 デ ン マ ー ク 2～4ｹ月以内 4/27～8/24

平成 9年 ( 第 26 回 ) 5 4/4 ～ 4/18 デ ン マ ー ク 〃 4/19～7/26

（合同研修は無）

（合同研修は無）

5/6～8/18

昭和48年 ( 第 4 回 ) 11
4/30 ～ 5/7 イ ギ リ ス 5/8～6/27

デ ン マ ー ク17 4/14 ～

(1)  海外研修 合同研修・個別研修実施実績　 (昭和45年～令和7年）

年　度　　　（回　数）
研修生
（人）

合同研修 研修期間
(合同研修含）

個別研修期間
日　　程

5/5昭和47年

平成 4年 ( 第 22 回 ） 9 4/25 ～

平成 2年 ( 第 21 回 ) 11 4/28

中止　（制度再検討）

昭和49年 ( 第 5 回 ) 13

～ 5/4

( 第 3 回 )

デ ン マ ー ク 5/5～8/31

中止　（湾岸戦争）

5/8 デンマーク 5/9～8/30
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研修地
年　度　　　（回　数）

研修生
（人）

合同研修 研修期間
(合同研修含）

個別研修期間
日　　程

平成10年 ( 第 27 回 ) 7 4/11 ～ 4/24 ア メ リ カ 2～4ｹ月以内 4/25～8/10

平成11年 ( 第 28 回 ) 6 4/9 ～ 4/23 ア メ リ カ 4/24～8/8

平成12年 ( 第 29 回 ) 8 4/1 ～ 4/14 デ ン マ ー ク 4/15～7/31

平成13年 ( 第 30 回 ) 6 4/21 ～ 5/4 デ ン マ ー ク 5/4～8/20

平成14年 ( 第 31 回 ) 6 4/12 ～ 4/26 ア メ リ カ 4/27～8/11

平成15年

平成16年 ( 第 32 回 ) 6 4/9 ～ 4/23 ア メ リ カ 4/24～8/8

平成17年 ( 第 33 回 ) 5 4/10 ～ 4/21 デ ン マ ー ク 4/22～7/8

平成18年 ( 第 34 回 ) 5 4/17 ～ 4/27 デ ン マ ー ク 4/28～7/16

平成19年 ( 第 35 回 ) 5 4/10 ～ 4/19 ア メ リ カ 4/20～7/9

平成20年 ( 第 36 回 ) 5 4/8 ～ 4/18 ア メ リ カ 4/19～7/9

平成21年 ( 第 37 回 ) 5 4/19 ～ 4/28 デ ン マ ー ク 4/29～7/17

平成22年 ( 第 38 回 ) 5 4/27 ～ 5/2 デ ン マ ー ク 5/3～7/18

平成23年 ( 第 39 回 ) 4 4/12 ～ 4/21 ア メ リ カ 2～3ｹ月以内 4/22～7/10

平成24年 ( 第 40 回 ） 4 4/9 ～ 4/13 ア メ リ カ 4/14～6/11

平成25年 ( 第 41 回 ） 4 4/15 ～ 4/19 デ ン マ ー ク 4/20～6/14

平成26年 ( 第 42 回 ） 4 4/22 ～ 4/25 デ ン マ ー ク 4/26～7/13

平成27年 ( 第 43 回 ） 4 4/6 ～ 4/10 ア メ リ カ 4/11～6/6

平成28年 ( 第 44 回 ） 2 4/11 ～ 4/15 ア メ リ カ 4/16～6/10

平成29年 ( 第 45 回 ） 2 4/24 ～ 4/28 デ ン マ ー ク 4/29～6/24

平成30年 ( 第 46 回 ） 3 4/23 ～ 4/27 デ ン マ ー ク 4/28～6/24

令和元年 ( 第 47 回 ） 3 4/22 ～ 4/26 ア メ リ カ 4/27～6/19

令和 2年 ( 第 48 回 ） 3

令和 3年

令和 4年

令和 5年 ( 第 49 回 ） 3 4/24 ～ 4/28 ア メ リ カ
3週間以上
2ｹ月以内

4/29～6/22

令和 6年 ( 第 50 回 ） 4 4/22 ～ 4/26 デ ン マ ー ク 〃 4/27～6/23

令和 7年 ( 第 51 回 ） 2 5/4 ～ 5/9 デ ン マ ー ク 〃 5/4～7/2

 
3週間以上
2ｹ月以内

中止　（イラク戦争）

計　334　人

コロナウイルス感染症の観点から研修を延期、R5年に実施
（令和3年度研修生募集を見合わせ）

                                （令和4年度研修生募集を見合わせ）

　　　　　　　　　　　　　　 （令和5年度研修生募集再開）
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昭和45年第 1回 5 0 4 2 2 3 3 2 21 11

昭和46年第 2回 8 0 5 1 7 1 4 4 4 2 36 15

昭和47年第 3回 7 1 15 6 12 6 3 4 9 1 15 8 3 1 1 2 1 95 17

昭和48年第 4回 7 0 7 3 6 5 2 5 3 1 2 41 11

昭和49年第 5回 6 0 10 1 5 5 2 7 1 4 4 1 1 47 13

昭和50年第 6回 6 2 7 2 1 2 1 2 8 1 6 2 1 41 8

昭和51年第 7回 7 4 4 2 1 1 1 1 2 1 24 7

昭和52年第 8回 8 2 5 1 3 1 1 4 1 1 1 28 8

昭和53年第 9回 3 1 4 1 2 1 2 2 16 7

昭和54年第10回 4 2 5 5 2 1 2 5 1 1 28 10

昭和55年第11回 4 2 2 1 1 1 1 1 13 5

昭和56年第12回 7 2 3 1 3 2 1 3 2 1 1 26 7

昭和57年第13回 3 1 3 3 2 1 1 1 1 16 6

昭和58年第14回 7 2 4 1 3 3 1 1 2 1 1 1 27 8

昭和59年第15回 10 1 4 1 2 2 1 2 23 11

昭和60年第16回 6 0 2 1 1 2 1 13 6

昭和61年第17回 5 2 1 2 1 1 1 1 1 1 16 6

昭和62年第18回 6 3 6 2 2 2 1 1 1 4 3 1 2 34 7

昭和63年第19回 7 3 2 2 1 2 2 4 1 1 25 8

平成元年第20回 8 2 3 1 1 2 2 19 8

平成 2年 第21回 6 3 1 1 3 1 6 3 1 1 1 1 28 11

平成 4年 第22回 7 2 6 1 2 1 1 1 1 5 4 1 1 33 9

平成 5年 第23回 6 2 6 1 2 3 5 2 1 1 1 30 9

平成 6年 第24回 4 0 2 2 8 5

平成 8年 第25回 2 0 2 1 1 1 2 4 1 1 15 5

平成 9年 第26回 3 0 3 2 2 1 1 1 1 14 5

平成10年第27回 6 3 4 4 1 18 7

平成11年第28回 5 3 3 1 3 1 1 17 6

平成12年第29回 6 2 2 2 1 1 2 1 1 1 1 20 8

平成13年第30回 2 1 3 1 1 1 3 1 1 14 6

平成14年第31回 3 2 1 1 2 1 2 2 1 15 6

平成16年第32回 5 1 3 1 1 1 3 2 1 18 6

平成17年第33回 2 1 1 1 2 3 1 11 5

平成18年第34回 2 0 2 1 4 2 11 5

(2)  海外研修 個別研修訪問国実績　（昭和45年～令和7年）

区　　　分
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区　　　分

平成19年第35回 4 1 1 2 1 9 5

平成20年第36回 5 1 1 3 2 1 13 5

平成21年第37回 1 4 2 1 3 2 1 14 5

平成22年第38回 4 1 1 1 4 1 1 1 14 5

平成23年第39回 4 1 3 1 2 1 1 13 4

平成24年第40回 3 1 1 1 3 1 10 4

平成25年第41回 2 1 2 1 1 2 3 1 1 14 4

平成26年第42回 1 2 2 1 2 1 2 1 12 4

平成2７年第43回 3 1 2 1 2 1 10 4

平成28年第44回 2 1 1 1 2 1 8 2

平成29年第45回 2 2 1 1 2 8 2

平成30年第46回 3 2 1 2 1 1 10 3

令和元年第47回 2 1 1 1 1 1 1 1 1 10 3

令和 2年 第48回 3 1 1 1 1 2 1 1 11 3

令和 5年 第49回 1 1 5 1 8 3

令和 6年 第50回 4 1 2 1 2 1 2 1 14 4

令和 7年 第51回 1 1 1 1 2 1 1 1 9 2

合　計 226 67 153 31 90 43 12 17 4 56 9 148 85 14 26 2 1 1 1 1 2 14 9 3 1 1 1 1 1 1 1 2 1 3 1,028 334
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施　設　区　分
研修生

(人)
研修生

(人)

身 体 障 害 者 更 生 施 設 21 生 活 指 導 員 106

身 体 障 害 者 療 護 施 設 3
職 業 ( 作 業 ･ 訓 練 )
指 導 員

7

身 体 障 害 者 授 産 施 設 14 児 童 指 導 員 54

視 覚 障 害 者 情 報 提 供 施 設
( 点 字 図 書 館 等 ）

11 13

知 的 障 害 者 更 生 施 設 25 31

知 的 障 害 者 授 産 施 設 10 13

知 的 障 害 者 通 勤 寮 1 5

肢 体 不 自 由 児 施 設 32 13

重 症 心 身 障 害 児 施 設 24 35

知 的 障 害 児 施 設 27 14

児 童 養 護 施 設
( 養 護 施 設 ・ 虚 弱 児 施 設 )

33 9

児 童 心 理 治 療 施 設
（旧情緒障害児短期治療施設）

3 歩 行 訓 練 士 2

母 子 生 活 支 援 施 設
( 母 子 寮 )

5 精 神 保 健 福 祉 士 1

乳 児 院 5 点 字 指 導 員 7

保 育 所 28 栄 養 士 5

盲 ろ う あ 児 施 設 1 相 談 員 ( ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ ｰ ) 5

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 50
ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー
（ 介 護 支 援 相 談 員 ）

6

養 護 老 人 ホ ー ム 11 コミュニティ ワーカー 4

養 護 ( 盲 ) 老 人 ホ ー ム 3 ケ ー ス ワ ー カ ー 1

軽 費 老 人 ホ ー ム 4 ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 1

老 人 ﾃ ﾞ ｲ ･ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 2

救 護 ･ 更 生 施 設 4 他 2

精 神 障 害 者 小 規 模 作 業 所 1 334

特定非営利活動法人（NPO) 6

そ の 他 10

合       計 334

保 育 士

(3)  海外研修生 所属施設種類別･職種別人員実績 (昭和45年～令和7年)

(施 設 種 類 別） (職　種　別）

職　種　区　分

指
導
員
等

心 理 判 定 員

理 学 療 法 士 PT

作 業 療 法 士 OT

言 語 聴 覚 士 ST

介 護 職 員

医 師

看 護 師

合       計

そ
　
　
の
　
　
他
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男 女 合　計

1 昭和45年 10 5 15 11

2 昭和46年 32 7 39 15

3 昭和47年 25 5 30 17

4 昭和48年 20 11 31 11

5 昭和49年 23 10 33 13

6 昭和50年 17 11 28 8

7 昭和51年 16 8 24 7

8 昭和52年 11 8 19 8

9 昭和53年 8 8 16 7

10 昭和54年 16 3 19 10

11 昭和55年 14 1 15 5

12 昭和56年 17 11 28 7

13 昭和57年 12 10 22 6

14 昭和58年 20 4 24 8

15 昭和59年 12 7 19 11

16 昭和60年 13 5 18 6

17 昭和61年 11 5 16 6

18 昭和62年 13 6 19 7

19 昭和63年 16 9 25 8

20 平成元年 9 8 17 8

21 平成02年 12 8 20 11

平成03年

22 平成04年 19 14 33 9

23 平成05年 9 15 24 9

24 平成06年 4 13 17 5

平成07年

25 平成08年 6 8 14 5

26 平成09年 15 4 19 5

27 平成10年 6 6 12 7

28 平成11年 4 8 12 6

29 平成12年 7 5 12 8

30 平成13年 4 9 13 6

31 平成14年 8 5 13 6

平成15年

32 平成16年 3 10 13 6

33 平成17年 9 7 16 5

34 平成18年 5 5 10 5

35 平成19年 8 4 12 5

36 平成20年 2 7 9 5

37 平成21年 4 9 13 5

38 平成22年 7 7 14 5

39 平成23年 6 15 21 4

40 平成24年 2 5 7 4

41 平成25年 2 8 10 4

(4) 海外研修応募者・合格者数(S45～R7年度）

回 年　度
応　募　者　数　　　　　(人）

合格者数

中止（湾岸戦争）

中止（諮問委員会の答申を受け研修のあり方再検討）

中止（イラク戦争）
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男 女 合　計
回 年　度

応　募　者　数　　　　　(人）
合格者数

42 平成26年 5 7 12 4

43 平成27年 2 8 10 4

44 平成28年 1 1 2 2

45 平成29年 1 6 7 2

46 平成30年 1 5 6 3

47 令和 1年 3 9 12 3

0 5 5 3

令和 3年

令和 4年

49 令和 5年 3 8 11 3

50 令和 6年 5 5 10 4

51 令和 7年 2 10 12 3（1名辞退）

480 378 558 335合　計

48 令和 2年 ・新型コロナウィルス感染症拡大により海外研修実施延期、R5に実施
・令和3年度研修生募集見合わせ

・令和4年度研修生募集見合わせ

・令和5年度研修生募集再開
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(5) 海外研修生 府県別参加人数 (昭和45年～令和7年)

県 人 政令市 人

北海道 7 札幌市 6
青森県 2 仙台市

岩手県 2 さいたま市

宮城県 2 千葉市 1
秋田県 2 横浜市 1
山形県 1 川崎市 1
福島県 相模原市 1
茨城県 1 新潟市

栃木県 1 静岡市

群馬県 5 浜松市

埼玉県 16 名古屋市 3
千葉県 14 京都市 4
東京都 55 大阪市 25

神奈川県 19 堺市 2
新潟県 2 神戸市 10
富山県 2 岡山市 3
石川県 1 広島市 2
福井県 2 北九州市 9
山梨県 2 福岡市 3
長野県 1 熊本市

岐阜県 2 計 71
静岡県 3
愛知県 3
三重県

滋賀県

京都府 3
大阪府 25
兵庫県 19
奈良県 4

和歌山県 5
鳥取県 3
島根県 3
岡山県 11
広島県 5
山口県 1
徳島県 1
香川県 5
愛媛県 1
高知県 2
福岡県 4
佐賀県 7
長崎県 2
熊本県 2
大分県 5
宮崎県 2

鹿児島県 3
沖縄県 5

計 263

合計 334
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